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阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
の
つ
ど
い
・
プ
レ
企
画

市
民
学
習
会
「
汚
染
水
海
洋
投
棄
ー
下
北
半
島
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
ー
日
本
の
核
政
策
」

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

13
年
と
な
る
の
に
あ
わ
せ
、
日
本
の
原
子
力
政

策
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
よ
う
と
、
西
宮
・
芦

屋
支
部
と
環
境
・
公
害
対
策
部
は
共
催
で
、
市

民
学
習
会
「
汚
染
水
海
洋
投
棄
ー
下
北
半
島
六
ヶ

所
村
再
処
理
工
場
ー
日
本
の
核
政
策
」
を
協
会

会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
支
部
副
支
部

長
の
広
川
恵
一
先
生
が
司
会
を
務
め
、
元
京
都

大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教
の
小
出
裕
章
氏
が
講

演
を
行
っ
た
。
会
員
・
市
民
ら
１
２
７
人
（
来

場
92
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
35
人
）
が
参
加
し
た
。

小
出
氏
は
、
原
発
事
故
は
現
在
に
至
る
ま
で
、

立
ち
入
り
禁
止
区
域
で
救
助
さ
れ
な
か
っ
た
人
、

強
制
避
難
さ
せ
ら
れ
た
人
、
被
曝
し
な
が
ら
生

活
す
る
人
、
避
難
を
続
け
て
い
る
人
等
々
、
悲

惨
で
多
様
な
被
害
を
生
ん
で
い
る
と
振
り
返
っ

た
。し

か
し
、
原
発
を
推
進
し
て
き
た
国
・
電
力

会
社
ら
は
、
原
発
の
危
険
性
を
隠
し
、
事
故
後

も
「
想
定
外
」
と
責
任
を
逃
れ
、
「
安
全
基
準
」

は
「
規
制
基
準
」
に
す
り
替
え
て
原
発
を
推
進

し
て
い
る
と
批
判
。

複
数
の
断
層
連
動
に
よ
り
能
登
半
島
地
震
が

志
賀
原
発
と
柏
崎
刈
羽
原
発
を
襲
っ
た
が
、
両

原
発
は
福
島
の
事
故
を
受
け
10
年
以
上
稼
働
停

止
中
で
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
発
熱
が
千
分
の

1
に
減
り
、
さ
ほ
ど
の
冷
却
を
必
要
と
し
な
か
っ

た
た
め
に
難
を
逃
れ
た
と
紹
介
。
世
界
最
大
の

地
震
大
国
で
あ
る
こ
と
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
日

本
で
原
発
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
改
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。

漁
業
者
と
の
約
束
を
破
り
、
政
府
・
東
京
電

力
が
強
行
す
る
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」

海
洋
投
棄
に
つ
い
て
、
小
出
氏
は
環
境

に
漏
ら
し
て
よ
い
放
射
能
な
ど
な
く
、

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
は
ト
リ
チ
ウ
ム

が
排
出
基
準
濃
度
の
10
倍
、
セ
シ
ウ
ム
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
他

の
放
射
能
汚
染
物
質
も
完
全
に
取
り
除

か
れ
る
こ
と
な
く
含
ま
れ
た
「
放
射
能

汚
染
水
」
で
あ
り
、
海
洋
投
棄
以
外
に

タ
ン
ク
の
増
設
等
、
現
実
的
で
容
易
に

実
行
で
き
る
方
策
は
多
数
あ
る
と
紹
介
。

そ
れ
で
も
政
府
が
海
洋
投
棄
を
強
行

す
る
背
景
に
は
、
核
兵
器
は
持
た
な
い

が
製
造
技
術
は
保
有
し
た
い
と
い
う
基

本
政
策
が
あ
る
と
指
摘
。
政
府
は
「
も

ん
じ
ゅ
」
の
廃
炉
で
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
破
綻
が
決
定
的
と
な
っ
て
も
な
お
、
青
森
県
六
ヶ

所
村
で
再
処
理
工
場
を
稼
働
さ
せ
、
原
爆
の
材
料

と
な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
抽
出
で
き
る
技
術
を
保

有
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
福
島
の
ト
リ
チ
ウ
ム

を
海
洋
投
棄
で
き
な
け
れ
ば
、
同
様
に
膨
大
な
ト

リ
チ
ウ
ム
等
の
放
射
性
物
質
を
発
生
さ
せ
る
再
処

理
工
場
も
運
転
で
き
な
く
な
り
、
日
本
の
原
子
力

政
策
と
い
う
名
の
「
核
政
策
」
が
破
綻
に
追
い
込

ま
れ
る
と
解
説
し
た
。

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

＊

す
ば
ら
し
い
企
画
で
し
た
。
広
川
先
生
、
皆
さ

ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
様
子
が
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
ひ
と
に
こ
の
話
を
拡
散
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
話
題
に
な
っ
た
志
賀
原
発
と

柏
崎
刈
谷
原
発
が
、
10
年
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
、
も
し
電
源
喪
失
し
た
と
き
の
被
害
が

運
転
中
の
事
故
だ
っ
た
福
島
原
発
事
故
の
と
き

と
ど
う
違
う
の
か
数
字
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
10
年
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
原
発
だ
と

し
て
も
、
攻
撃
さ
れ
た
ら
福
島
原
発
事
故
と
同

じ
状
態
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

六
ヶ
所
村
が
放
射
能
に
ま
み
れ
て
い
る
と
い

う
現
実
や
、
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
の
こ

と
、
日
本
の
原
子
力
政
策
な
ど
知
ら
な
い
知
識

が
あ
り
ま
し
た
。
知
識
が
不
足
し
て
い
る
と
議

論
に
参
加
す
る
こ
と
自
体
で
き
ま
せ
ん
。

汚
染
水
海
洋
放
出
に
つ
い
て
、
私
は
仕
方
が

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
海
洋
放
出
を
や

め
た
ら
六
ヶ
所
村
の
存
在
が
否
定
さ
れ
る
と
い

う
の
も
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
原
子
力
発
電
所
を
作
る
限
り
、
放
射

能
を
外
に
排
出
す
る
と
い
う
、
日
本
で
は
隠
さ

れ
て
い
る
事
実
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
う
そ
を

つ
く
の
は
医
療
政
策
も
同
じ
で
す
。

一
方
、
最
後
に
話
さ
れ
た
原
発
を
続
け
る
の

は
日
本
が
核
兵
器
を
保
有
す
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
と
い
う
話
に
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

核
武
装
の
議
論
は
日
本
で
は
ほ
ぼ
タ
ブ
ー
で

あ
り
、
殺
さ
れ
た
（
？
）
中
川
議
員
は
タ
ブ
ー

と
は
せ
ず
議
論
す
べ
き
だ
と
言
っ
た
た
め
に
、

マ
ス
コ
ミ
に
袋
叩
き
に
あ
い
ま
し
た
。
私
の
現

在
の
知
識
で
は
、
核
武
装
を
議
論
し
て
も
ア
メ

リ
カ
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い
う
認
識
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
会
、
ま
た
直
接
質
問
も
で

き
た
懇
親
会
に
感
謝
し
ま
す
。

６
月
15
日
の
ス
マ
ホ
の
話
も
、
多
く
の
市
民

が
参
加
さ
れ
こ
の
よ
う
に
盛
り
上
が
れ
ば
う
れ

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
西
宮
市

伊
賀
内
科
・
循
環
器
科

伊
賀
幹
二
】

会場からはたくさんの質問が寄せられた

原発は膨大な危険を抱えていると話す

小出裕章さん

で
た
ら
め
な
原
発
政
策
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か

第10回ファイアサイド・ディスカッション

依存症としてみた「ながらスマホ」

日時 6月15日(土)15時～

会場 西宮市民会館中会議室301

(オンライン併用)

講師 旭山病院精神科医長 中山 秀紀 先生

司会 伊賀内科・循環器科 伊賀 幹二 先生

来場参加お申し込み・お問い合わせは

協会事務局(078-393-1840) 伊地知・山田まで

Zoom参加は左記の二次元コードから

お申し込みいただけます

＊
講
演
会
の
様
子
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
ご
視
聴
で
き
ま

す
。
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。
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診
療
報
酬
改
定
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
３
月
22
日(

金)

に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参
加

し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
診
療
・
ワ
ク
チ
ン
な
ど

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

（
西
宮
会
場
）
（
３
・
28
）

②
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
６
・
15
）

③
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（
８
・
17
）

④
阪
神
淡
路
大
震
災
30
年
の
つ
ど
い

（
25
・
１
・
18
）

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会（

３
・
15
）

②
小
出
裕
章
氏
市
民
講
演
会
（
３
・
16
）

③
能
登
半
島
地
震
対
応

【
Ⅳ
．
そ
の
他
】

①
「
保
険
証
廃
止
撤
回
」
自
治
体
請
願

【
Ⅴ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
39
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
９
・
22
～
23
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
５
月
24
日
（金
）に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

必
要
な
医
療
提
供
で
き
る
診
療
報
酬
に
改
善
を

協
会
は
３
月
28
日
（
木
）
西
宮
市
・
フ
レ
ン

テ
ホ
ー
ル
に
て
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
（
医
科
）

を
開
催
し
た
。
支
部
副
支
部
長
の
半
田
伸
夫
先

生
（
半
田
医
院
）
が
司
会
を
務
め
、
世
話
人
の

岩
下
敬
正
先
生
（
岩
下
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、

中
島
敏
雄
先
生
（
中
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
、
辰

巳
美
晶
先
生
（
辰
巳
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
講
師
を

務
め
、
支
部
会
員
の
医
師
や
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ

フ
ら
２
５
７
人
が
参
加
し
た
。

協
会
の
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
は
「
説
明
会
」

で
は
な
く
、
診
療
報
酬
改
定
を
通
し
て
日
本
が

ど
の
よ
う
な
医
療
に
向
か
う
の
か
明
ら
か
に
す

る
場
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
今
次
改
定
で
も
政

府
は
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
を
言
い
な
が
ら
も
、

実
態
は
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
対
象
範
囲
の

絞
り
込
み
や
コ
ロ
ナ
特
例
点
数
の
廃
止
な
ど
事

実
上
の
大
幅
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
て
い
る
。

改
定
研
で
は
、
す
べ
て
の
医
療
従
事
者
が
安

改定の内容について解説する（上から）

岩下先生、辰巳先生、中島先生

半田先生が司会を務め

「保険証廃止撤回」署名を呼びかけた

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
患
者
さ
ん
に
必
要

な
医
療
が
で
き
る
よ
う
診
療
報
酬
を
改
善
す
る

こ
と
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
要
望
す
る
「
決
議
」
を
採
択
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
生
活
習
慣
病
管
理
料
の
算
定

要
件
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
「
政
府
・
厚

労
省
は
診
療
所
を
つ
ぶ
し
て
減
ら
そ
う
と
し
て

い
る
の
か
」
な
ど
の
怒
り
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

追
悼

協
会
の
前
身
で
あ
る
「
保
険
医
ク
ラ
ブ
」
の
時

代
か
ら
の
役
員
で
、
26
年
に
わ
た
り
協
会
新
聞
部

長
を
務
め
ら
れ
た
幸
原
久
先
生
が
１
月
10
日
、
逝

去
さ
れ
た
。
支
部
で
は
設
立
当
初
か
ら
の
世
話
人

で
、
２
０
０
４
年
か
ら
は
相
談
役
を
務
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
２
０
０
１
年
か
ら
は
芦
屋
非
核
平

和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
長
も
務
め
ら
れ
て
い
た
。

多
田
梢
先
生
の
追
悼
文
を
掲
載
す
る
。

兵
庫
県
保
険
医
協
会
に
お
い
て
も
、
芦
屋
市
医

師
会
に
お
い
て
も
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で

あ
っ
た
幸
原
久
先
生
が
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。

最
近
に
お
会
い
し
た
の
は
、
何
年
か
前
の
秋
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
後
の
懇
親
会
の
席
で
し
た
。
私

の
左
横
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
幸
原
久
先
生
が
突
然

私
の
肩
に
頭
を
の
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

「
先
生
!!

冗
談
な
さ
っ
て
!!
」
と
横
を
見
る
と
、

ぐ
ら
り
と
身
体
が
傾
い
て
き
て
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

そ
の
後
閉
院
さ
れ
、
施
設
へ
入
所
さ
れ
た
と
き
い

た
。協

会
で
は
長
ら
く
新
聞
部
長
を
務
め
ら
れ
、
当

時
は
担
当
事
務
局
の
柳
原
さ
ん
が
校
正
の
た
め
の

原
稿
を
幸
原
先
生
宅
ま
で
運
び
、
夜
遅
く
ま
で
校

正
の
作
業
を
続
け
て
お
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
た
。

あ
る
日
突
然
、

「
バ
ッ
タ
屋
か

ら
」
と
書
か
れ

た
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
芦

屋
市
の
会
員
宛

て
に
届
い
た
。

幸
原
先
生
は

大
の
機
械
好
き

で
、
カ
メ
ラ
で
も
何
で
も
最
進
（
新
）
の
も
の

を
手
に
入
れ
て
お
ら
れ
た
。
聞
く
と
「
バ
ッ
タ

屋
で
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
く
る
。
例
の
Ｆ

Ａ
Ｘ
を
送
っ
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
機
も
長
年
の
よ
し
み
で

「
バ
ッ
タ
屋
」
で
安
く
会
員
の
た
め
に
手
に
入

れ
て
下
さ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
聞
原
稿
の
投

稿
や
原
稿
の
校
正
に
大
き
な
利
便
性
を
与
え
た

の
で
あ
る
。
お
か
げ
で
、
私
が
新
聞
部
長
を
引

き
継
い
で
か
ら
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
利
用
で
ス
ム
ー
ズ

に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

幸
原
先
生
と
言
え
ば
ゴ
ル
フ
を
抜
く
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
ゴ
ル
フ
の
遠
征
旅
行
は
も
と
よ

り
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
、
芦
屋
カ
ン
ト
リ
ー

で
の
プ
レ
イ
に
誘
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
。

結
果
に
こ
だ
わ
ら
な
い
方
で
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

ト
も
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
も
す
べ
て
吞
み
込
ん
で
く

だ
さ
る
素
敵
な
大
人
だ
っ
た
。

俳
句
部
の
句
会
で
、
私
も
数
回
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
上
に
と
ま
っ

た
ト
ン
ボ
の
句
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

保
険
医
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
の
団
体

を
作
ろ
う
と
協
会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
、

芦
屋
非
核
平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
の
実
行

委
員
長
と
し
て
、
核
廃
絶
の
た
め
の
活
動
に
熱

心
に
と
り
組
ま
れ
た
こ
と
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、

先
生
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
い
ま
だ
に
「
バ
ッ
タ
屋
」
な
る
も
の
の

正
体
を
知
ら
な
い
の
で
す
。

先
生
、
教
え
て
!!

【
芦
屋
市
・
多
田
医
院

多
田
梢
】

幸
原
久
先
生
を
偲
ん
で


